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がんばれ観音寺応援寄附金
～ふるさと納税のお願い～

　「観音寺から離れているけれども、ふるさと観音寺を応援

したい」そのような方から寄附金を募り、活気あるまちづ

くりに役立てる制度です。

　寄附をしていただくと、現在住んでいる市町村に納めて

いる住民税などが一部控除されます。また、５千円以上を

寄附していただいた方には、お礼の気持ちを込めて観音寺

の特産品をお贈りします。

　年末年始にふるさと観音寺に帰省している友人や知人に

ぜひこの制度を周知していだだき、全国各地からの応援を

お願いします。

がんばれ観音寺応援寄附金とは

１月１６日（月）から観音寺市民会館の
受付場所が変わります

日　時　２月１９日（日）

　　　　午前１１時３０分～午後３時

　　　　（午前１１時受け付け開始）

場　所　くまキッチン

　　　　（柞田町乙２３６４番地）

対　象　２０歳から３９歳ぐらいまでの独身男女

定　員　男性１５人　女性１５人

　　　　（申し込み多数の場合は抽選）

参加費　男性２，５００円　女性２，０００円

申し込み方法　電子メールで申し込んでください。

　●応募先アドレス

　　ｋｉｋａｋｕｃｈｏｓｅｉ＠ｃｉｔｙ．ｋａｎｏｎｊｉ．ｌｇ．ｊｐ

　●記載内容

　　件名　四国まんなかｄｅ愛イベント応募

　　本文　氏名（フリガナ）、年齢、性別、郵

便番号、住所、携帯電話番号、職業、

メールアドレス

申込期限　１月２６日（木）

※えひめ結婚支援センターホームページ

ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｍｓｃ-ｅｈｉｍｅ．ｊｐ/からも申し

込みできます。

問い合わせ先　企画課　☎２３−３９１７

　おいしいランチに３市自慢のチョコ

スイーツ、景品付きペアクイズなど盛

りだくさん！チョコのように甘く素敵

な出会いを見つけませんか。

市民会館建設工事が終了します
　現在、市民会館は建物の最終工事を行って

おり、完成に近づいています。

　今後は駐車場等の整備工事を行います。

　利用申し込みなどで市民会館へ来られる場

合は、前もって通行可能な入り口を問い合わ

せてください。

　ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力

をお願いします。

●問い合わせ先

　文化振興課　☎２３−３９４３

四国まんなか（三好市・観音寺市・四国中央市）
　　　　　　　　　　　de 愛イベント in 観音寺
～ スイートバレンタインパーティー♥ ～

　ふるさと納税サイト「ふるさとチョイス」

から寄附の申し込みができます。クレジッ

トカード決済または払込取扱票による郵便

局からの振り込みが選択できます。払込取

扱票のついたパンフレットが必要な場合は、

お問い合わせください。

　５千円以上の寄附をされた方は、お礼の

特産品をインターネットの申し込み画面ま

たはカタログから選択できます。

申し込み方法

　平成２８年６月１日から、がんばれ観音寺応援寄附金のリニューアルを行い、寄附の

申し込みが増加しています。返礼品協力事業者を随時募集しています。

　　　　　申し込み・問い合わせ先　企画課地方創生総合戦略推進室　☎２３−３９１７

対象：市内事業者

がんばれ観音寺応援寄附金返礼品協力事業者を募集！

企画課

　☎２３−３９１７　Ⓕ２３−３９２０

　Ⓔｋｉｋａｋｕ＠ｃｉｔｙ．ｋａｎｏｎｊｉ．ｌｇ．ｊｐ

問い合わせ先

　確定申告が不要な給与所得者は、ふるさ

と納税の控除申請を寄附先団体が代わって

行うことを要請することができるようにな

りました。（平成２７年４月１日から）

　詳しくは、市ホームページ市政情報→市

の取り組み→ふるさと納税で、ご確認くだ

さい。

ワンストップ特例制度

お礼の品が
充実しました！

ふるさとチョイス観音寺市

　大ホール、小ホール、多目的ホールなど

施設の利用受付場所は下記のとおりです。

●受付場所

　変更前　市役所２階　文化振興課

　変更後　市民会館１階　会館事務室

　　　　　（観音寺町甲１１８６番地２）

●受付時間　午前９時～午後５時

　　　　　　（土・日曜日、祝日を除く）

　施設利用の申し込み方法や空き状況など

詳しくは、問い合わせてください。

●問い合わせ先

　市民会館準備事務所（文化振興課内）

　☎２３−３９３９

（１月１６日からは、市民会館１階会館事

務室につながります）
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受付日 受付会場
申　　告　　受　　付　　地　　区

午前（９：００～１２：００）　　 午後（１３：００～１６：００）　　

２月１４日（火）
市役所２階
２０３会議室

観音寺地区で年金以外に所得がない人

１５日（水）
豊　浜

中央公民館
２階講堂

（旧文化会館）

大野原・豊浜地区で年金以外に所得がない人
１６日（木） 本町、中之町 上田井、東町、港町、南
１７日（金） 東浜、須賀　 北原、五軒屋、岡、直場、道溝、林

２０日（月）
長谷、雲岡、野々池、大坪、院内、梶谷、本村、
大平木、道溝東、苗手

関谷、堀切、西原、箕浦

２１日（火）

大野原
中央公民館
３階講義室

（大野原支所）

海老済、有木、田野々 内野々、井関
２２日（水） 高尾、大造、大福、大道、上中、下中 中村、早本、道上、笠松、寺家
２３日（木） 高松、上杉林、下杉林、辻 西の後、八兵、大鞘、大鞘西団地、宮之下、下木屋
２４日（金） 残水、植松、岡之塔、下林、ひうち、雇用促進 十三塚、林、札場
２７日（月） 屋敷、瀬後、豆塚、雉子原 四軒屋、白坂、石砂
２８日（火） 池之内、福田原、丸井南 西丸井、丸井北、青岡

３月１日（水） 赤岡、東村 中央、安井
２日（木） 花稲北、本村 中林、先林

３日（金）
市役所２階
２０３会議室

茂木町、茂西町、上市、川原、有明町、八幡町、
天神町　

坂本町、幸町、明星、殿、中央、柳、青柳、
三架橋通、駅通、栄町、昭和町、七間橋、中洲、
中新、若宮、春日、大和、上若

４日（土） 伊吹支所 伊吹町 伊吹町

６日（月）

市役所２階
２０３会議室

南町、港町、西本町、蛭子、琴浪町、瀬戸町、
三本松町

植田町

７日（火） 流岡町 村黒町、出作町
８日（水） 新田町　 池之尻町
９日（木） 原町、柞田町（中出、上出）　 柞田町（黒渕、下出）　　

１０日（金） 柞田町（八丁、山王、下野、北岡、玉田）　　 柞田町（大畑、油井、山田）　
１３日（月） 粟井町（上野、奥谷、宮下団地）、木之郷町 粟井町（出晴、信末、本庄、常次、竹成）　　
１４日（火） 吉岡町、本大町　　 中田井町、古川町
１５日（水） 室本町、高屋町（西上、西下） 高屋町（西上、西下以外）
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フローチャート（市民税・県民税等の申告が必要かどうかを確かめてみてください）

勤務先から市へ給与支払
報告書が提出されていま
すか？

医療費控除や住宅借入金等特
別控除などの所得控除、税額控
除による還付申告をしますか？

平成29年1月1日現在、観
音寺市に居住していまし
たか？

スタート

平成28年中に給与や事業
所得などがありましたか？

平成28年中、あなたはサ
ラリーマンか、パートタ
イマーでしたか？

所得税の納付や還付のた
め、税務署で確定申告を
しますか？

市民税・県民税の申告が
　　　　　　必要です。
収入が１カ所からの公的
年金のみで、控除が扶養
親族等申告書の内容のま
まの人は、申告する必要
はありません。

観音寺市に市民税・県民税の
　申告をする必要はありません。
平成29年1月1日に居住していた
市町村へ問い合わせてください。

市民税・県民税の
　　　　　申告が必要です。
ただし、平成29年１月１日に観音
寺市に居住する人の扶養になって
いる人は、申告する必要はありま
せん。

市民税・県民税の申告をする
　　　　　必要はありません。
税務署に確定申告書を提出すると、
その申告資料が市役所に送付され
るため、市民税・県民税の申告は
必要ありません。ただし、確定申
告書の「住民税・事業税に関する
事項」欄に該当する事項や金額が
あれば、必ず記入してください。
記入がない場合、住民税に正確に
反映できないことがあります。

平成28年分給与の年末調
整は済みましたか？

給与以外に年金、報酬な
どの所得がありましたか？

給与を２カ所以上から
　支給されていますか？

市民税・県民税の申告を
する必要はありません。

税務署で確定申告が
　　　　　　必要です。
税務署で確定申告をすれば、
市民税・県民税の申告は必要
ありません。

税務署で確定申告が
　　　　　　必要です。
給与以外の年間所得が20万円
を超えない人は、税務署での
確定申告は不要ですが、市民
税・県民税の申告は必要です。

税務署で確定申告が
　　　　　　必要です。
税務署で確定申告をすれば、市
民税・県民税の申告は必要あり
ません。給与所得以外に所得が
あれば合わせて申告をします。

市民税・県民税の申告が
　　　　　　必要です。

税務署で確定申告が必要か
どうかを相談してください。
税務署で確定申告をすれば、
市民税・県民税の申告は必要
ありません。

　平
成
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の
申
告
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ら
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告
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財政事情の公表
総務課財政係　☎２３−３９００

　平成２８年４月１日から９月３０日までの平成２８年度上半期
の財政事情を公表します。　　　（平成２８年９月３０日現在）

予算現額　３１１億６，２５４万円
収入済額　１２６億７，３２６万円（収入率４０．７％）
支出済額　１１６億　　８１８万円（執行率３７．３％）

■予算現額　■収入済額（収入率）

市税

地方交付税

その他の交付金

国庫支出金

県支出金

繰入金

諸収入

市債

その他

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

公債費

議会費など

分担金及び負担金
使用料及び手数料

■予算現額　■支出済額（執行率）

一般会計予算の収支状況

歳　入 歳　出

特別会計予算の収支状況

特 別 会 計 名 予算現額 収入済額 Ａ 支出済額 Ｂ 差引額　Ａ−Ｂ

施 設 貸 付 事 業 １億５，０００万円 ８，０８５万円 １，１４３万円 ６，９４２万円

国 民 健 康 保 険 事 業 ９３億９，２００万円 ３２億６，９０３万円 ３８億　 ４０５万円 △５億３，５０２万円

国民健康保険伊吹診療所 ６，５００万円 １，２０２万円 ２，０２４万円 △８２２万円

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 ８億２，８００万円 ２億５，９４６万円 ２億６，８０４万円 △８５８万円

介 護 保 険 事 業 ５７億４，９６０万円 ２２億１，１３２万円 ２２億３，１６２万円 △２，０３０万円

航 路 事 業 ２億３，４００万円 ７，０１１万円 ５，８４５万円 １，１６６万円

粟 井 財 産 区 ８４０万円 ８５５万円 ３２万円 ８２３万円

粟 井 坂 瀬 山 林 １，９２２万円 １，９３６万円 ７万円 １，９２９万円

公 共 下 水 道 事 業 １６億４，６８７万円 ６億３，３８０万円 ４億８，２２９万円 １億５，１５１万円

農 業 集 落 排 水 事 業 ４，７００万円 ５６３万円 １，０８１万円 △５１８万円

特別会計とは、特定の目的のために設置し、一般会計とは区別して経理する会計のことです。

（７２．６％）

（６７．０％）

（５２．１％）

（５０．１％）

（２４．９％）

（１２．４％）

（　０．０％）

（１３．２％）

（　０．０％）

（６０．２％）

（３５．４％）

（３３．１％）

（３９．６％）

（２８．３％）

（６８．８％）

（３５．１％）

（５１．６％）

（３５．４％）

（４７．０％）

（４４．１％）

８１億３，５８８万円

５９億１，９７１万円

１３億５，９３３万円

６億８，９１１万円

３５億５，７９２万円

１９億　 ４９９万円

２０億　 ５９８万円

６億７，６６０万円

６０億２，９２０万円

８億８，３８２万円

５９億１，０４４万円

３９億６，５７３万円

７億　 ８１７万円

３億４，５４１万円

８億８，７０９万円

２億３，５３５万円

０円

８，９２４万円

０円

５億３，１８３万円

２９億２，９１０万円

９０億６，１４８万円

２６億５，２２８万円

１３億７，５０７万円

５億８，４２６万円

１７億９，５８７万円

１１億　　５８９万円

８１億１，０４３万円

３１億５，３２８万円

３億９，４８８万円

１０億３，７７１万円

２９億９，６７３万円

１０億５，００４万円

３億８，９２３万円

４億　　１７０万円

６億３，０４１万円

５億７，０７９万円

２８億７，４０６万円

１４億８，３２７万円

１億７，４２４万円

　地方債とは、公共下水道などの公営企業の経費や道路、公

共施設の整備など多額の費用がかかる事業の財源とするため、

国や銀行などから長期にわたって借り入れている資金です。

○臨時財政対策債とは

　国から交付される地方交付税の不足分を補うために、地方

公共団体が発行する地方債です。償還費用の全額が国から地

方交付税で補てんされます。

○合併特例債とは

　合併後の市町村の一体性の確立や均衡ある発展などを目的

とした事業を実施するために発行する地方債です。償還費用

の７０％が国から地方交付税で補てんされます。

　基金は、家庭でいう「貯金」に当たります。

　基金には、年度間の財源の不均衡を調整する

財政調整基金と特定の目的のために積み立てて

いる特定目的基金などがあります。

土　地　　　　　　　　１２，２４２，１５１㎡

建　物　　　　　　　　　　　３１４，３３７㎡

地方債現在高
４２３億８，０３７万円

一般会計
３４７億１，１１１万円

農業集落排水事業
１億９，３１３万円

臨時財政対策債
１１７億４，１６２万円

合併特例債
１４０億４，００７万円

その他
８９億２，９４２万円

航路事業
９２６万円

公共下水道事業
７４億６，６８７万円

基金 公有財産

地 方 債・ 一 時 借 入 金 の 状 況

財 産 の 状 況

水道事業の公表

水は限りある資源です
　　　大切に使いましょう

　４月１日から９月３０日までの水の使用量は、

３６９万２,６６０立方メートルで、前年度の同期

と比較すると約１.６％増加しています。

　本年度上半期の収支状況は、右表のとおり

です。

収　入

給 水 収 益 ７億７，６５９万円

受 託 工 事 収 益 ０円

分 担 金 そ の 他 １，１４２万円

合 計 ７億８，８０１万円

支　出

人 件 費 ５，０６３万円

動 力 費 ２，１８９万円

薬 品 費 ２１４万円

受 水 費 １億９，４４３万円

減 価 償 却 費 １億２，２５３万円

資 産 減 耗 費 ８３８万円

支 払 利 息 １，７４５万円

物 件 費 １億 　５９３万円

そ の 他 ３７９万円

合 計 ５億２，７１７万円

（消費税込）

平成２８年度上半期の状況
水道局監理課　☎２５−５２１２

市民１人あたり地方債現在高

臨時財政対策債・合併特例債を除く場合

　人口６１，６５０人（平成２８年１０月１日）で計算

６８万７，４３５円

２６万９，２４１円

※平成２８年度上半期（平成２８年９月３０日現在）にお
ける一時借入金は６億円です。

特別会計
７６億６，９２６万円

財政調整基金 ３３億４，２２０万円

その他の基金 ４６億６，２１６万円

合　　計 ８０億　　４３６万円

市民１人当たり基金現在高　１２万９，８３５円

人口６１，６５０人（平成２８年１０月１日）で計算
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